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使用説明書-保証書 


このたびは、製社製品をお買い上げいただきありがとうございます。この説明書には、 
フジフイルムインスタントカメラ instax ワイド100の使い方びまとめられています。 
内容をよくご理解の上、正しくご使用ください。 


四 FUJIFILM 保証書 


製品名 インスタントカメラ instax ワイド100 


ご購入年月日 

年 

月 

曰 

ご購入者 



TEL 

ご住巧 


店名印 


Printed in China BB07504-104 FGS-991111-Ni-05 


^ このようなとさは 




■撮影中このようなときは- •• 

このよラなとさは 

このよラなことが考えられます 

こラしてください 

シャッターび切れない 

① 電池び消耗している。 

② 電池の入れ方び間違っている。 

③ 充電中表示ランプび点好してい 
る。 

④ 電源日 N で、何を操作をしないで已 
分しソ上放置していた。 

⑥フイルムカウンターび" E ’’ になっ 
ている。 

① 電池を交換します。 

② 電池を正しく入れてください。 

③ 消えるまでお待ちください。 

④ 電源ボタンを押して、電源を入れてくだ 
さい。充電表示ランプび点な後、消えれ 
ば、撮影でさます。 

⑥フィルムパックを取り出し、新しいフィ 
ルムパックを入れてください。 

フイルムび入らない、また 
はスムーズに入らない 

①撮影しようとしているフイルムパ 
ックび、このカメラに適合しない。 

③入れちび正しくない。 

①フジフイルムインスタントカラーフィル 
ム instax を使用します（他のフィルムは 
使用でさません)。 

③パックとフィ>1レムの黄色の表示を合わせ 
て入れます。 

フイルムカバーまたはフイ 
ルムび送り出されない 

♦電池び消耗している。 

参電池を交換します。 

■仕上がったプリントがこのようなときは- • • 

このよラなとさは 

このよラなことが考えられます 

こラしてください 

出来上びった写真び白っぽ 
し飞 

①濃淡コント□ールび [ LIGHTEN ] 
側にセツトされている。 

③撮影時の温度び低い （1 ぴ C しソ下)。 

③ 背景び被写体より暗すざる。 

④ AE 受光窓、またはスト□ボ受光 
窓をふさいでいた。 

①濃淡コント□ールを中央にセツトしま 
す。 

③撮影前のカメラは暖かい場所に置いてか 
ら撮影してください。送り出されたフイ 
ルムをポケツトの中などで温めます。 

③ 濃淡コント□-ルを [ DARKEN ] 側にセ 
ツトします。 

④ AE 受光窓、スト□ボ受光窓をふさびな 
いように、カメラの構えちにを意してく 
ださい。 

出来上びった写真び暗い 

①濃淡コント□—ルび [ DARKEN ] 
側にセツトされている。 

③撮影時の温度び高い （35° CiU 上)。 

③ 逆光で撮影した。 

④ スト□ボ発光部びふさびれてい 
る。 

⑥背景び被写体より明るすざる。 

⑥ スト□ボの光び届かない。 

⑦ 鏡やガラスなどによるスト□ボ反 
射光の影響を受けている。 

①濃淡コント□ールを中央にセツトしま 
す。 

③カメラは涼しい場所に置いてから撮影し 
てください。また、送り出された写真は、熱 
いをのの上や近くに置かないでください。 

③ 順光撮影を行ラか、スト□ボ強制発光ボ 
タンを巧しなびら、スト□ボ撮影を行っ 
て < ださい。 

④ カメラの構えちに注意してください。 

⑥濃淡コント□-ルを [ UGHTEN ] 側にセ 
ツトします。 

⑥ 被写体から日.9〜 3 m の範囲に近づいて 
撮ります。 

⑦ 鏡やガラスに対して斜めち向から撮りま 
す。 

画面びぼんやりしている 

① 撮影距離び近すざる。 

② 撮影距離切り替えボタンの距離セ 
ツトび適切でない。 

③ 撮影レンズび汚れている。 

④ 手ブレのため。 

①日 .9 m 似上離れて撮影します。 

③被写体の距離に合わせて撮影距離切り誓 
えボタンをセツトします。 

③ レンズをきれいにします。 

④ カメラをしっかり構えて、ゆっくりシヤ 
ツターボタンを押します。 

画面にむらびある 

①取り出してすぐ写真に圧力び掛か 
った。 

③写真びスムーズに送り出されなか 
った。 

① 画面内を押さえたり、曲げたりしないで 
<ださい。 

② フイルム出□を指などでふさびないでく 
ださい。 


安全にご使用いただくために 


♦この製品および付属品は、写真撮影政外の目的に使用しないでください。 

♦製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
♦この説明書はお読みになった後で、いつでち見られるところに必ず保管してください。 


警告 

A ま意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び 
死 t または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示 
しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び 
傷害を負ラ可能性び想定される内容、および物的損 
害のみの発生び想定される内容を示しています。 


A 警告 


W 絶対に分解しないでください。感電の恐れびあります。 

A 落下などにより内部び露出したとさは、絶対に触れないでください。高圧回路びあり感電する恐れびあ 
ります。 

A カメラ（電池）び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたときは、ただちに電池を取り出し 
,てください。発火ややけどの恐れびあります（電池を取り出す際、やけどには十分ご注意ください)。 

^スト□ボを人の目に近づけて発光しないでください。視力障害を起こす危険性びあります。特に乳幼児 
^ を撮影するときは] m しソ上離れてください。 




カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったときは、ただちに電池を取り出し 
てください。発熱•発火の恐れびあります。 



引火性の高いガスび充満している場所や、ガソ U ン、ベンジン、シンナーなどの近くでカメラを使用し 
ないでください。爆発や発火-やけどの恐れびあります。 


A カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってストラップを首に巻さ付ける 
と、窒息する恐れびあります。 

^ 電池の分解、加熱、火中への投入、充電、シヨートは絶対にしないでください。破裂の恐れびあります。 
泉 指定しソ外の電池を使わないでください。発熱•発乂の恐れびあります。 

A 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飲み込む恐れびあります 。万一 
飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。 


A 汪意 

カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因となることびあります。 

A 自転車や自動車-列車などを運転している人に向けて、スト□ボ発光撮影をしないでください。交通事 
故などの原因となることびあります。 

A 新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでください。また、電池の©0を誤って装てんしないよう 
にご注意ください。電池の破裂、液をれにより、発乂、けびや周囲を汚損する原因となることびありま 
す。 

/\ カメラの内側の可動部に触れないでください。けびの原因となることびあります。 


〈フイルムの取り扱いについてのごま意〉 


このカメラに使用しているフイルムの内部には、腐食性（高アルカ U 性）の液び含まれています。 フイルムび送 
り出されてから約1日分間および未使用時は、 下記の点にごを意願います。 

♦フイルムを切ったり、引さはびしたり、穴を開けたりしないでください。 

♦液び目や皮膚などに付くと、視力障害や炎症を起こす恐れびあります。 

♦特に小さなお子様やぺットなどびフイルムに触れないようご注意ください。 

万一、このようなことび起さた場合は、ただちに多量の水で十分洗ミきした後、医師の診察を受けてください。 


製品保証規定 


1 . イ呆証の内容 

ご購入後3年が内に万一この製品が故障したときは、この 
イ呆証書を添えてお買い上げ店または弊社サービスステーシ 
ヨンにお届けく ださし、。 無料で修理いたします。なお、お 
届けいただく際の運賃などの諸費用は、お客様にてご負担 
願います。また、お買い上げ店と鲜社間の運賃諸掛かりに 
つきましては、通常の輸送方法と異なる方法をとった場合 
(を期便じ(外を使用した場合）は一部ご負担いただく場合が 
あります。 

2. 々の場合はイ呆証期間中でも上記1 . のイ呆証規をは適用され 
ません(修理可能の場合はを料で修理をお引き受けします）。 
イ.修理ごイホ頼の際、保証書の提示または添付のない場合。 
口.イ呆証書にご購入年月日、販売店名が記入されていない 

場合。 

ハ.フジサービスステーシヨンが外で分解、修理されたも 
の。 

二 .义災、地震、および風水害などの天災による損傷、故障。 
ホ.お取扱上の不を意（イま用説明書(外の誤操作、落下、衝 
撃、水掛かり、砂-;尼の付着、カメラ内部への水- 


砂•おの入り込みなど）、イ呆管上の不備（高温多湿やナ 
フタリン、しょうのうの入った場巧でのイ呆管）、お手 
入れの不備（かび発生など）により生じた故障。 

へ. 本体に付帯している付属品類（ストラップなど）および 
消耗品（電池類など）。 

卜.上記が外で魄社の責に帰すことのできない原因により 
生じた故障。 

チ.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に化頼され 
たもの。 

3. 本製品にがするイ呆証は前記の範囲に限られます。本製品 
の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用、撮影 
によって得るであろう利益の損失、精神的な損害など）の 
補僧には応じかねます。 

4. 本保証書は日本国内においてのみ有効です。 

■ ごを意 

1. 本イ呆証書は前記のイ呆証規をにより無料修理をお約まする 
もので、これによりお客様の法律上の権利を制限するも 
のではありません。 

2. 本イ呆証書の表示についてご不明の点は、使用説明書、力 
タログなどに記載されている魄社営業巧、サービスステ 
—ションにお問い合わせください。 


取扱上のお願い 


■カメラの取り扱い 

1. カメラは精密機械ですから、水にめらしたり、落 
としたりしてショックを与えないでください。 

また、砂の掛かりやすいところには置かないでく 
ださい。 

2. 長期間お使いにならないときは、電池を取り出し 
て、湿気、熱、ほこりの影響の少ないところに保 
管してください。 

3. レンズ、ファインダーなどび汚れたら、ブ□アー 
ブラシでほこりを払い、柔らかい布で軽くふさと 
ってください。 

4. ミちれをふさとるのにシンナー、アルコールなどの 
溶剤は使用しないでください。 

己フイルム室に巧れやほこりびあると、フイルムを 
傷つけることびあります。特にカメラ内部の清掃 
は常に/こ\掛けてください。 

6. 閉めさった自動車の中や、高温の場所、湿気のあ 
る場所、海岸などに長時間放置しないでください。 

7. ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、カメラにをフイ 
ルムにを有害ですから、たんすなどへの収納は避 
けて < ださい。 

8. このカメラの使用温度範囲は+己む〜+4日むです。 


■ フィルム、 写真の取り扱い 

1. フィルムは、涼しい乾燥した場所に保管してくだ 
さい。特に閉め切った自動車の中などの極端に高 
温の場所に、長時間放置しないでください。 

2. カメラに入れたフィルムは、でさるだけ早く撮影 
してください。 

3. フィルムを極端に温度の低い場所や高い場所に置 
いてしまった場合は、通常の温度になじんでから 
撮影してください。 

4. フィルムは有効期限内にお使いください。 

己.飛行機をご利用の際、撮影前のフィルムやフィル 
ムの入ったカメラは機内に持ち込みされることを 
おすすめします。預け入れ荷物に入れた場合 、X 
線検査でカブ U などの影響び出る場合びありま 
す。 

6. 写真は強い光を避け、涼しく乾燥した場所にイ呆存 
をして < ださい。 


* がか5入った異物や、フィルムか5もれた 
液によって□ーラーびミちれた場ちは、フジ 
サービスステーションにご相談くださし、。 


アフターヴービスについて 


お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理さ 
せていたださます。購入店または齊社フジサービスステ 
ーションに直接お申し出ください。それ政外の責は、ご 
容赦いただきます。なお、保証、使い方などのご不明の 
点につさましてち、下に記載の、お近くの齊社営業所や 
フジサービスステーションをご利用<ださい。 

参無料修理 

故障した製品についてはご購入年月曰、販売店名の記 
入された、ご購入曰より3年切内の保証書び添付され 
ている場合には、保証書に記載されている内容の範囲 
内で、無料修理させていたださます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品保証規定を 
ご覧ください。 

参有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。 
保証期間内であってを、下記のような場合はすべて有 
輯となります。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負 
担願います。 

1. 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のない 
をの。 

2. イ呆証書にご購入年月日、販売店名び記入されてい 
ない場合、または字句び書さ換えられている場合。 

3. フジサービスステーションしソ外での分解、修理さ 
れたをの。 

4. 乂災、地震、風水害などの天災による損害、故障。 
己.お取扱上の不を意(使用説明書外の誤操作、落下、 

衝撃、水掛かり、砂、ミ尼の付着、カメラ内部への 
水•砂- 泥の入り込みなど）、 保管上の不備（高温 
多湿やナフタ U ン、しよラのラの入った場所での 
イ呆管）、お手入れの不備（かび発生など）により生 
じた故障。 

6. 上記 iU 外で弊社の責に帰すことのでさない原因に 
より生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼 
されたをの。 

♦修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、故 
障前の性能に復元でさないと思われるをの、および部 
品の手当び困難なをのなどは修理でさない場合をあり 
ますので、お近くのフジサービスステーションにお問 
い合わせください。 


♦修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、已年を目安に保有しており 
ますので、この期間中は原則として修理をお引さ受け 
いたします。 

なお、部品保有期間終了後でを修理でさる場合をあり 
ますので、詳しくはご購入店かお近くのフジサービス 
ステーションにお問い合わせください。 

♦修理ご依頼に際してのごま意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、 
必ず保証書を添えてください。 

2. ご購入店やフジサービスステーションの窓□で、 
ご指定の修理箇所、故障内容を詳しくご説明くだ 
さい。故障の状態によっては、事故となったフイ 
ルムなどを添えてくださると修理作業の参考にな 
ります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点 
検をはじめ品質、性能上必要と思われるすべての 
箇所を修理しますので、輯金び高くなることびあ 
ります。 

4. 修理輯金び高く見込まれる修理のときは「〇〇〇 
0円 iU 上は連絡してほしい」と金額をご指定くだ 
さい。ご指定のないとさは6,日日日円切内の輯金で 
修理完了する場合は修理をすすめさせていたださ 
ます。 

己.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を 
避けるため、修理品から取り外してお手をとに保 
管してください。 

6. 修理のために製品を郵送される場合は、購入時の 
外箱などに入れてしっかり包装し、必ず書留小包 
でお送りください。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重 
な調整検査を行いますので、普通修理品の場合は 
フジサービスステーションで、お預かりしてから 
通常7〜1日日くらいをご予定ください。 

♦海が旅行中の故障 

海外旅行中に故障した場合は、ミ毎外各地の富±フイル 
ム海外支店または各国の實±フイルム代理店をご利用 
ください。富±フイルム海外支店、代理店の所在地一 
覧表はお近くのフジサービスステーションにおたずね 
<ださい。 

なお、お外での修理は対応でさない場合びありますの 
で、あらかじめご了承ください。 


主な仕様 


四 FUJIFILM 


富±写真フイルム株式会社 


使用フイルム 
画面サイズ 
レンズ 


フジフイルムインスタントカラーフィルム instax 
62 x 99 mm 

沈洞式フジノンレンズ2群2枚構成 f 二9已 mm 1:14 


ファインダー 
距離調節 


実像式ファインダー日.4己倍 

電動 2 点切り替え式（日. 9〜 3 m /3 m 〜〇〇) 


♦本製品についてのお問い合わせは… 

富±フイルム札幌営業所 干 060 -0002 

富±フイルム仙台営業所 干 980-081 1 

富±フイルムま京販売部 干 1 06-8620 

富±フイルム名古屋営業戸斤 干 460-0008 

富±フイルム大阪支社 干 541 -0051 

富±フイルム広島営業所 干 732-081 6 

富±フイルム福岡営業戸斤 干 812-0018 


札幌巿中央区化2条西 4-2 札幌=井ビル別館 
仙台巿青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タワービル 
ま京都港区西麻布 2-26-30 
名古屋巿中区栄 2-10-1 9 名古屋商工会議所ビル 
大阪巿中央区備後町 3-5-1 1 

広島巿南区比治山本町 16-35 広島産業文化センター 
福岡巿博多区住吉 3-1-1 


TEL (011 )241-71 64 
TEL (022) 265-2121 
TEL (03) 3406-2387 
TEL (052) 203-5262 
TEL (06) 6205-6421 
TEL (082) 256-3311 
TEL (092) 281-0232 


ソヤツタ— 


露光調節 


プログラム式電テシヤツター1/64〜]/2日日秒 

自動調節連動範囲 LV 1 日.己〜1已（倍日8日日）露光補正（濃淡コント□-ル） ±2/3 EV 


フイルム送り出し 
スト□ボ 

液晶表71^ 

電源 

その他 

大ささ-重さ 


電動モーターによる自動送り出し 

低輝度自動発光オートスト□ボ（自動調光）充電時間日.2〜4秒(新品電池使用時） 

充電中表示（ホ LED 点好）強制発光可能スト□ボ撮影距離 0.9 〜 3 m 

フィルムカウンター（残数表示式）撮影距離指標 

単兰型アルカ U 電池 （ LR 6) 1.己 V 4本撮影可能パック数：約10パック（当社試験条件による） 
フィルムパック確認窓付 

]71.己 X 91 .已 XI 19.已 mm 目已日旨（電池、ストラップ、フイルム別） 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 


♦修理の受付は… 

札幌フジ サー ビス ステーシヨン 
仙台フジ サー ビス ステーシヨン 
ま巧 フ シサー ヒ乂 ステーシヨン 
ま 京/富±フォ トサロン 
新潟フジ サー ビス ステーシヨン 
金がフジ サー ビス ステーシヨン 
静岡フジ サー ビス ステーシヨン 
名古屋フジ サー ビス ステーシヨン 
大阪フジ サー ビス ステーシヨン 
大阪/富±フォ トサロン 
高松フジ サー ビス ステーシヨン 
広島フジ サー ビス ステーシヨン 
福岡フジ サー ビス ステーシヨン 
鹿児島フジ サー ビス ステーシヨン 


干 060 -0002 札幌巿中央区化 2 条西 4-2 札幌兰井ビル別館 
干 980-0811 仙台巿青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タワービル 
干 105 -0022 ま京都港区'海岸 1-9-1 5 竹芝ビル 
干 104 -0061 ま京都中央区銀座 5-1 スキヤ橋センター 
干 951 -8067 新潟巿本町通 7 番町 1153 本町通ビル 
干 920-0864 金ミ尺巿高岡町 1-39 住を生命金が高岡町ビル 
干 420-0859 静岡巿栄町 1-5 殖産ビル 
干 460-0008 名古屋巿中医栄 1-12-19 
干 541 -0051 大阪巿中央区備後町 3-2-8 大阪長をビル 
干 530-0001 大阪巿化区梅田 1-9-20 大阪マルビル 
干 760-0015 高松巿紫雲町 3-1 香西第 2 マンション 
干 732-081 6 広島巿南区比治山本町 16-35 広島産業文化センター 
干 81 2-001 8 福岡巿博多区住吉 3-1-1 


干 892-0838 鹿児島巿新屋敷町 16 公社ビル 


TEL(011) 222-3973 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 34(36-1315 
TEL (03) 3571-9411 
TEL (025) 223-7731 
TEL (076) 263-3466 
TEL (054) 255-2465 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (06) 6346-0222 
TEL (0878) 34-8355 
TEL (082) 256-3511 
TEL (092) 281-4863 
TEL (099) 226-2515 


※よ曜、日曜、祝日、年末年始は休業させていただきます。そのイ也夏期等か業させていただく場合があります。 

•東京フジサービスステーシヨンは、通常の±曜日晰日、年未年始、夏期休暇切外）は営業しております。ただし、受け渡し業務のみとなります。 
♦大阪/富±フォトサロンは上記か業日のほか、毎月第3水曜日もか業させていただきます。 


参富±フイルム製品のお問い合わせは… 

お客様コミュニケーションセンター(月曜日〜金曜日午前 9 : 30 〜午後 5 : 00) TEL (03) 3406-2981 





















































































各部の名称 



使用ずるフイルムストラップの取り付け電池を入れまず 



このカメラは、「フジフイルムイン 
スタントカラーフィルム instax 
(インスタックス）」のみ使用でさま 
す（他のフイルムは使用でさません)。 



図のよラに、カメラのストラップフ 
ックに取り付けます。反対側ち同じ 
よラに取り付けます。 


♦単=型アルカリ電池 （ LR 目）1.已 V 
4本を使用します。 

♦新しい電池で約10パック撮影で 
さます（当社試験条件による）。 

* Ni - Cd 電池は使わないでください。 

*4 本共、必ず新しい同じ種類のわのをお 
使いください。 

* マンガン電池 （ R 目）を使用すると、撮影 
可能枚数び極端に低下しますので、アル 
力 U 電池のご使用をおすすめします。 

* 寒冷地では電池の性能び低下します。電 
池をポケットの中などで温めてからお使 
い < ださい。 



電池ぶたに表示されている©を巧し 
ながら、矢印のち向に動かして取り 
外します。 


けフイルムパックを入れまず 



内装袋からフィルムパックを取り出 
します。 


* フィルムパックを内装袋から取り出し、 
カメラへ装てんするとさは、直射日光を 
避けて行って<ださい。 

* 内装袋を開けたフィルムパックは、でさ 
るだけ早く撮り終えてください。また、 
撮影まで期間びある場合は、内装袋を開 
けないで < ださい。 



フイルムパック前面のフイルムカバ 
-(遮光板）および背面の2力所の長 
方形の穴は、絶対に押さないでくだ 
さい。 

* フイルムパックには] 0枚のフイルムび 
収納されており、 ] 枚の黒色のフイルム 
カバーで遮光されています。 



裏ぶた□ックを巧し下げて開さます。 


* フィルムパック確認窓び黄色表示で、さ 
らにフィルムカウンターに数字び表示さ 
れているときは、フィルムび残っていま 
すので、裏ぶたを開けないで<ださい。 
フィルムカウンターの数字は、電源び"! 
入っているとさのみ表示されます。/ 



図のようにフイルムパックの左ちを 
持ち、フイルムパックの黄色の線を 
カメラ内部の位置合わせマーク（黄） 
に合わせて、まっすぐ落とし込むよ 
ラに入れます。 

* フイルムパックを入れる前に、必ず電池 
を入れてください。電池を入れる前にフ 
イルムパックを入れると、フイルムカウ 
ンターび誤動作することびあります。 


いよいよ撮影です 









•写真の仕上びり 


このフィルムは、10でから3己で 
の温度でご使用いただくと、よい 
写真が得られます。気温が低いと 
ころでの撮影の際は、カメラから 
送り出されたフィルムを、ただち 
に上着のポケットの中などで約30 
秒間温めてください。 


普通の撮影では、濃淡コント□ール 
を中央にセツトしておきます（濃淡コ 
ント□-ルの使いちは、「狂きれいに 
写すためのテクニック」の項目をご 
覧ください）。 


カメラを図のように両手でしっかり 
と構え、ファインダーをのぞいて構 
図を巧めます。 

* 指やストラップなどび、スト□ボやスト 
□ボ受光窓、撮影レンズ、 AE 受光窓を 
さえざらないよラにミ主意してください。 

* フイルム出□を指などでみさびないよラ 
に構えてください。 


スト□ボ充電表示ランプ（赤色）が点 
口していないことを確認して、静か 
にシャッターを切ります。暗いとこ 
ろでは自動的にスト□ボが発光しま 
す。 

* スト□ボ充電表示ランプ（赤色）び点灯 
中はシャッターび切れません。 

* スト□ボ撮影は 0.9 〜 3 m の範囲で行って 
ください。 


シャッターボタンから指を離すと、 
フイルムが送り出され、フイルムカ 
ウンターの数字が変わり、残ってい 
るフイルムの枚数を表示します。 

* フイルムび送り出されるときに、フィル 
ム出□を指などで絶対にみさびないで< 
ださい。 


フィルムを取り出すとさは、モータ 
一音が止まってから、フィルムの先 
端を持ってフィルム出□から取り出 
します。 

* 撮影したフィルムはその都度、取り出し 
て < ださい。 


撮影したばかりのフィルムを巧り曲 
げたり、画面内を手で巧さえたりし 
ないでください。写真にむらが生じ 
る恐れがあります。また、巧り巧げ 
や傷の原因となりますので、フィル 
ムを振らないでください。 


美しい写真は、 

"初めの30秒間の温度" 

が大切です。 


* 撮影したばかりのフィルムは、熱い 
砂やコンク U —卜の上、ス I -ーブの 
近くなどに置かないでください。ま 
た、画像び出来上びるまでは直射曰 
光を避けて < ださい。 


きれいに写すためのテクニック 



被写体に比べて、背景が極端に暗い 
ときは、被写体が白っぽく写ること 
があります。このよラなとさは、つ 


被写体に比べて、背景が明るいとさ 
は、被写体が暗い感じに写ることが 
あります。このよラなとさは、つま 


まみを [ DARKEN ] 側にセツトして みを [ UGHTEN ] 側にセツトして写 


写してください。 


して < ださい。 


■ 逆光撮影のとをは… 



逆光撮影や晴天の木陰などでは、被写体が影になり、黒っぽく写ることがあり 
ます。このような場合は、スト□ボを強制発光することで、黒っぽく写ること 
を軽減することがでさます。 



卜 □ ボ強制発光ボタンを巧しなび5 
シャッターを切ります。 

* スト□ボ撮影は 0.9 〜 3 m の範囲で行って 
<ださい。 


■ スト□ポを上手に使うには… 



鏡やガラスなど、光を反射させるものがあるときは、少し斜めから写すなど、 
反射光がカメラに入らないように工夫しましよう。 


電源の ON/OFF 



表示に従って©©のち向を合わせて 
電池を入れます。①④の2本電池を 
入れてから、⑨③の2本の電池を入 
れてください。また、取り出すとき 
は②③の電池から取り出してくださ 
い。 



電池ぶたを図の位置に合わせ、矢印 
のち向に動かして閉めます。 



P 日 WER ボタンを押し、電源を入れ 
ます。もう一度 P 日 WER ボタンを巧 
すと電源が切れます。 


* 電源を入れるとレンズ部び動さますの 
で、手で巧さえないようにを意してくだ 
さい。 



電源を入れるとレンズ部が前進し、ス 
卜□ボの充電が開始されます。 


* 約己分間操作しないと、節電のため自動 
的にレンズ部び収納され、電源び切れま 
す。 



スト□ボ充電中はスト□ボ充電表示 
ランプ（赤色）が点灯し、充電が完了 
すると消なします。 


* スト□ボ充電中は、シャッターび切れま 
せん。 

* スト□ボの充電に約30砂し U 上時間び掛 
かる場合は、電池び消耗していますので、 
電池を交換してください。そのまま使い続 
けると、シヤッターび切れなくなります。 



フイルムパックが正しく入っている 
ことを確かめて、裏ぶた□ック付近 
を押して閉じます。フイルムパック 
確認窓に見える黄色表示により、パ 
ックの入っていることが確認でさま 
す。 

* 裏ぶたはひといさで閉めて<ださい。途 
中で止めたり、完全に閉まる前に開け開 
めをすると、フィルムび感光する恐れび 
あります。 



電源を入れシャッターボタンを押す 
と、フイルムカバーが排出されるの 
で、取り除いてください。 


* フイルムカバーを排出するまでは、フイ 
ルムカウンターの数字は表示されませ 
Aj 。 



フイルムカバーを排出すると、フイ 
ルムカウンターにこれから撮影でさ 
るフイルム枚数 （ 10枚）が表示され 
ます。 

* フイルムパックをセットした後は、裏ぶ 
たを開けないでください。フイルムび感 
光する恐れびあります。 


いよいよ撮影でず 


ミ斤拓が fn Q 〜つ m ) の信ろ 




電源を入れると、撮影距離はに.9〜 
3 m ] に設定されます。そのとさ液晶 
表示部の◄マークがに.9〜 3 m ] を 
指します。人物や屋内撮影ではその 
まま撮影してください。 

* スト□ボ撮影は、 0.9 〜 3 m の範囲で行 
つて < ださい。 



屋外などの遠方の撮影では、撮影距 
離切り替えボタンを巧して [3 m 
〜〇〇]に設定します。レンズが少し 
引っ込み、液晶表示部の◄マーク 
が [3 m 〜〇〇]を指します。 

* [3 m 〜〇〇]から [0.9 〜 3 m ] に切り誓え 
ると、レンズ部は一度引っ込み、再び前 
進します。 


K フィルムパックを取り出します 



1日枚のフィルム （1 パック）を撮影し 
終わると、フイルムカウンターに" E " 
が表示され、シャッターが切れなく 
なります。 



裏ぶたを開さ、フィルムパック背面 
の穴に指を掛けて取り出します。 


〇 


をれいに写すためのテクニック 


■ 撮影条件に合わせて、港淡コントロールを上手に使いましよう。 


♦写真の濃淡の度合いは、周囲の明 
るさの状態や気温などによって影 
響されます。 

♦ 出来上がった写真の濃淡の度合い 
により、下表のように調節してく 
ださい。 


出来上った写真 


濃淡コント□-ル 

白っぽし、（淡い）峰" DARKEN " 側へ 

暗い(濃い） 

吟 " UGHTEN " 側へ 



LIGHTEN I DARKEN 




* フィルムカウンターの数字は、周囲に書 
いてある文字と同じ方向から見てくださ 
い。 


被写体が白っぽく写ったとさには、 
つまみを [ DARKEN ] 側にセットし 
て < ださい。 


被写体が暗い感じに写ったとさには、 
つまみを [ UGHTEN ] 側にセットし 
て < ださい。 


便利に楽しくお使いいただくために 



二人於上の人物を撮影するとさは、カメラからそれぞれの人物が同じ距離に並 出来上がった写真の焼さ増し/引さ 
んで、均等にスト□ボ光が当たるようにして撮影しましよう。 伸ばしをすることがでさます。お近 

くの写真店で"チェキプリント"とご 
相談ください。 



写真のを白には、メモ欄がついてい 
ます。水性於外の筆記用具で書を込 
みがでさます。 























































































































































































































































































































































